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職務執行者

腰越　孝夫

未
来
へ
さ
ら
な
る
飛
躍
と
発
展
を

本庁舎前に設置された「みなかみ町役場」新銘板の除幕
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ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
の
有
様

を
語
る
上
で
、
必
ず
出
て
く
る
言
葉
が「
地

方
分
権
」で
あ
り
、
当
一
括
法
が
施
行
さ
れ

て
よ
り
、
自
己
決
定
・
自
己
責
任
と
い
う

地
方
自
治
の
理
念
が
否
応
な
く
行
政
施
策

に
反
映
さ
れ
る
べ
く
進
め
ら
れ
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
地
方
公
共
団

体
に
と
っ
て
は
財
政
問
題
を
中
心
に
極
め

て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
三
位
一
体
改
革
も
含
め
、

社
会
保
障
制
度
や
教
育
制
度
の
改
革
方

あ
い
さ
つ

平
成
17
年
10
月
１
日
、
私
た
ち
の
新

し
い
町「
み
な
か
み
町
」が
誕
生
い
た
し

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
新
し
い
町
の
新
し
い
住
民
と

し
て
、
全
町
民
の
皆
様
と
共
に
、
こ
の
喜

び
を
か
み
し
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

10
月
１
日
よ
り
新
し
い
町
長
が
決
定
す

る
ま
で
の
間
、
そ
の
職
務
を
預
か
る
職
務

執
行
者
の
立
場
か
ら
、
新
生「
み
な
か
み
町
」

の
歴
史
が
ス
タ
ー
ト
す
る
さ
ま
を
見
届
け

る
こ
と
が
で
き
、
光
栄
か
つ
感
謝
の
気
持

10
月
１
日
、
月
夜
野
町
・
水
上
町
・
新
治
村
が
合
併
し
、「
み
な
か
み
町
」が
発
足
。「
平
成
の
合
併
」に
お
い
て
、
県
内

で
７
番
目
と
な
る「
み
な
か
み
町
」は
、
新
た
な
歴
史
へ
の
第
一
歩
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
午
前
９
時
か
ら
み
な
か
み
町
役
場
本
庁
舎
前（
旧
月
夜
野
町
役
場
）に
お
い
て
開
町
式
が
行
わ
れ
、
町
議
や

関
係
機
関
代
表
者
、
職
員
な
ど
２
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
新
自
治
体
名
が
刻
ま
れ
た
銘
板
の
除
幕
や
辞
令

交
付
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
月
夜
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
で
新
町
誕
生
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

腰
越
孝
夫
み
な
か
み
町
長
職
務
執
行
者
か
ら「
み
な
か
み
町
は
、
上
越
国
境
に
位
置
す
る
大
水
上
山
を
水
源
と
す
る
利

根
川
最
上
流
部
の『
水
の
ま
ち
』で
あ
り
、
谷
川
連
峰
や
武
尊
山
系
の
美
し
い
山
並
み
に
囲
ま
れ
た『
山
岳
の
町
』。
こ
う
し

た
豊
富
な
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
新
し
い
町
の
魅
力
を
全
国
、
海
外
に
向
け
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
強
靱

き
ょ
う
じ
ん

で
優
し
く
、

存
在
感
の
あ
る
町
と
し
て
住
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
水
上
支
所
・
新
治
支
所
に
お
い
て
も
、
職
務
執
行
者
の
あ
い
さ
つ
や
、
く
す
玉
開
放
な
ど
新
町
誕
生
を
祝
う

開
所
式
が
同
様
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
み
な
か
み
町
」誕
生
を
祝
う↑



議会代表あいさつ
増田宗利 議員（旧月夜野町議会議長）

野平銚子市長（千葉県）へ贈られた
利根川源流・大水上山の石

み な か み 町 開 町 式

議会代表あいさつ
真庭幸男 議員（旧水上町議会議長）

水上支所開所式の様子

水 上 支 所 開 所 式

新 治 支 所 開 所 式

議会代表あいさつ
戸田宣男 議員（旧新治村議会議長）

新治支所開所式の様子
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上
流
部
に
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
利
根
川
の
源

流
を
発
す
る「
水
の
ま
ち
」で
あ
り
、
谷
川

連
峰
や
武
尊
山
系
、
三
峰
山
な
ど
の
美
し

い
山
並
み
に
囲
ま
れ
た
山
岳
の
町
と
し
て

も
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
広
大
な

森
林
、
麓
に
は
田
園
や
集
落
が
広
が
り
、

水
上
温
泉
郷
や
猿
ヶ
京
三
国
温
泉
郷
、
そ

し
て
上
牧
温
泉
な
ど
、
豊
か
な
温
泉
に
も

恵
ま
れ
、
太
古（
の
昔
）か
ら
、
歴
史
・
文

化
・
風
土
・
産
業
等
が
、
自
然
や
人
々
の

温
も
り
に
よ
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
素
晴
ら

し
い
地
域
で
ご
ざ
い
ま
す
。

是
非
と
も
、
新
し
く
誕
生
す
る
町
長
に

お
か
れ
て
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
力
を

効
果
的
に
引
き
出
し
、
育
み
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
な
が
ら
、

豊
富
な
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
新
し
い

町
の
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
を
、
全
国
に
、
更

に
は
海
外
に
も
向
け
て
発
信
し
、
強
靱
で

か
つ
優
し
く
、
存
在
感
の
あ
る
町
と
し
て
、

よ
り
一
層
の
発
展
を
目
指
し
、
住
民
の
皆

様
と
一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
月
３
日
よ
り
、
本
格
的
に
行
政
業
務

が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
何
分
に
も
全

て
の
こ
と
が
初
め
て
で
す
の
で
、
し
ば
ら

く
の
間
、
み
な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛

け
す
る
こ
と
が
多
い
か
と
推
察
さ
れ
ま
す

が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
と
の
、

ご
指
摘
を
受
け
る
事
の
な
い
よ
う
、
私
を

含
め
て
職
員
一
同
、
全
力
を
傾
注
し
、
取

り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

の
は
、
旧
三
ヶ
町
村
の
議
会
を
は
じ
め
、

合
併
協
の
方
々
、
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
苦
労
が
あ
り
、
加
え
て
県
知
事
や
関

係
部
局
皆
様
の
格
別
な
る
ご
支
援
、
併
せ

て
地
元
県
議
の
皆
様
の
御
指
導
を
、
そ
れ

ぞ
れ
に
い
た
だ
い
た
賜
で
あ
り
、
改
め
て

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

「
み
な
か
み
町
」は
、
上
越
国
境
に
位
置

す
る
大
水
上
山
を
水
源
と
す
る
利
根
川
最

協
議
を
重
ね
て
、「
谷
川
連
峰
・
水
と
森
林

防
人
宣
言
」に
つ
い
て
、
各
議
会
が
議
決
し
、

新
町
及
び
町
民
は
、『
利
根
川
源
流
の
森
・

山
・
川
を
守
り
な
が
ら
、
美
し
い
自
然
の

中
で
、
潤
い
を
感
じ
、
感
性
豊
か
に
生
活

で
き
る「
日
本
一
の
ま
ち
」を
創
造
し
ま
す
』

と
い
う
基
本
理
念
や
将
来
像
・
目
標
を
確

認
し
て
、
新
町
出
発
の
日
を
迎
え
る
に
至

り
ま
し
た
。

こ
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

針
か
ら
も
伺
え
る
こ
と
で
あ
り
、
地
方

に
と
っ
て
は
大
変
重
要
な
時
期
に
差
し
掛
か

っ
て
お
り
、
ま
さ
に
正
念
場
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
時
代
環
境
に
あ
っ
て
、
月

夜
野
町
、
水
上
町
、
新
治
村
は
、
財
政
の

立
て
直
し
と
、
新
し
い
時
代
の
、
新
し
い

地
域
づ
く
り
の
手
法
と
し
て
、
合
併
を
選

択
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
受
け
、
平
成
16

年
６
月
に
合
併
協
議
会
を
設
立
、
爾じ

来ら
い

、

↑



新町みなかみ町へ�

期待すること�
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若い力に期待して
今回の合併を機会に、これまで
培われてきた各町村の長所が活
かされ、行政サービスの向上や
観光振興など多方面において活
気あふれる地域となるよう、積
極的に参加していきたいと思い
ます。
みなかみ町発展の鍵を握るの
は、私たち住民であり特に若い
力だと思います。利根川最上流
のまちとして文化・芸術・環境
等の分野で、新生「みなかみ町」
が数々の飛躍を遂げる事を期待
しています。

〈新巻在住〉

佐々木　貴美さん

新町誕生について思うこと
10月から新町誕生ということで、
町が大きくなり、３つの町村の素晴
らしいところがひとつになることを
素直に喜んでいます。
月夜野町・新治村の素晴らしい自然
や施設を、これからは新町「みなか
み町」としてお客様にお伝えできる
ことを観光業に携わる者のひとりと
して、うれしく感じています。
緑豊かで清らかな、かけがえのない
この自然をいつまでも皆の力で大切
に、たいせつにして行きたいと思い
ます。

〈湯原在住〉

小荒井　美智子さん

旧町村の垣根なく
楽しんでもらえる町に･･･
宿泊施設のオーナーという立場から新
しい「みなかみ町」を考えてみました。
今度の合併によって、今まで隣の町村
として案内していた上毛高原駅や猿ケ
京温泉、上牧温泉、たくみの里などを
同じ町内の観光資源として利用できる
ことになり、宿泊業として大きなメ
リットになると思います。
私たちにも新町の観光情報を素早く収
集できて旧町村の垣根なく広く新しい
町をお客さんに楽しんでもらえる「み
なかみ町」そんな町づくりを期待して
います。

〈藤原在住〉

中島　純一さん

期待と一抹の不安
多くの先人が116年余育んでく
れた「水上」が終わった。
今を生きてる自分たちが望んだ
「みなかみ町」が始まった。
先人たちはどう見るのか一抹の
不安はある。だが、振り向くこ
とは已

や

めよう。新しく生まれた
「みなかみ」に大いに期待して前
進有るのみ、各々が責任ある生
き様で英知を出し合い、日本一
の「みなかみ町」を創造していこ
う。

〈谷川在住〉

田村　一夫さん

2005／創刊号



05 広報みなかみ

活気に満ちた
「みなかみ町」へ
“谷川連峰・水と森林防人宣
言”にあるように、自然に恵
まれたこの「みなかみ町」に若
者の働く場所を確保してほし
いと思います。
町政はもちろんのこと、町民
一人ひとりが自分のできるこ
と、地域に貢献できることに
力をだしていきましょう。個
人の力は小さくても、その活
力はやがて大きくなり、活気
に満ちたみなかみ町になると
信じています。

〈町組在住〉

「三本の矢」を合い言葉に
新たに船出した新町「みなかみ
町」の主要施策（合併協議会）の中
に「職と住を複合した産業振興」
を発見し、共感を覚えました。
働く場所の創出は人を集め定住
を促す。その実現には豊かな経
験と知識をもつ世代とバイタリ
ティにあふれる青壮年世代の行
動力がいる。更に多様な考えを
汲み取る行政システムの構築と
人材育成が必須条件となります。
旧三町村のもつ特性をベースと
し、毛利元就の「三本の矢」を合
言葉に「住みたい町づくり」に町
民の力の結集を願っています。

〈布施在住〉

見城　孝司さん

国際交流事業の継続を！
旧月夜野町では、チェコとの姉妹都
市締結をきっかけに国際交流協会が
設立されました。活動の一部として
中学生の交流事業のお手伝いをして
います。合併により色々なことが縮
小、経費削減の方向に向かっていま
すが、交流事業はとても価値がある
と感じていますので、ぜひ続けてほ
しいと思います。中学生の交流事業
に加えて、大人同士の交流の場も作
られたらいいなと思います。

〈後閑在住〉

内田　洋子さん

前向きに発展してほしい
今日、この町を支えているのは一人ひ
とりの住民だと思います。この町をよ
り良く発展させるためには、一人ひと
りが町のあり方や理想の姿について意
見を出し合い、知恵と力を併せる建設
的な努力がより良き「みなかみ町」の発
展に繋がるものと期待しています。
いよいよ、新しい時代の幕が開きまし
た。後を振り向くのではなく、次世代
のためにも前向きに町の発展を願う一
人です。

〈笠原在住〉

阿部　賢一さん

安心して子育てのできる町へ！
合併した旧３町村には、ともに
豊かな自然や歴史、文化があり
ます。それらを守りつつ、安全
で平和に暮らせる町づくりに協
力できたらと思います。
少子高齢化と叫ばれる現代、一
生懸命働くことができ、安心し
て子育てをしていける町へと新
町「みなかみ町」が大きく発展
していくことを、私は強く願い
期待しています。 〈師在住〉

山之内　亮次さん
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エレベーター�

エレベーター�

エレベーター�

本庁舎・各支所のご案内�
新しい組織、新しい事務室の配置です。�
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学校教育係�

幼児教育係�

月夜野給食センター�

水上給食センター�

新治給食センター�

月夜野幼稚園�

月夜野北幼稚園�

にいはる幼稚園�

水上児童館�

第一保育園�

第二保育園�

第三保育園�

にいはる保育園�

学校教育課�

社会教育係�

社会体育係�

文化財係�

文化振興係�

中央公民館�

水上公民館�

新治公民館�

教育長�

生涯学習課�

カルチャーセンター�

庶務係�

福祉係�

町民係�

上下水道係�

観光商工係�

建設係�

農政係�

水上支所�

教育係�

水上事務所�

庶務係�

福祉係�

町民係�

上下水道係�

観光商工係�

建設係�

農政係�

新治支所�

教育係�新治事務所�

生涯学習課� 階段�トイレ�

事務室�

図
書
室�

研修室�和室�

学
校
教
育
課�

教
育
長
室�

階
段�

建設係�福祉係� 農政係�

上下水道係�

統括補佐�

支所長�
庶務係�観光�

商工係�

ホ
ー
ル�

玄
関�

町
民
係�

上
下
水
道
係�

建
設
係�

農
政
係�

観
光
商
工
係�

庶
務
係�

町
民
係�

福
祉
係�

階
段�

階
段�

新
治
事
務
所�

図
書
室�

玄
関�

�
統括補佐�

支所長�

ホール�

新治支所（旧新治村役場）�

水上支所（旧水上町役場）�

教育委員会事務局（旧月夜野町公民館）�

入口� 入口�

ご不明な点はお気軽にお訪ねください。�

電話：0278-62-2275（代表）�

電話：0278-72-2111（代表）�

電話：0278-64-0111（代表）�

電話：0278-72-3141（代表）�

お間違いのないようお願いいたします。�

　新町みなかみ町の誕生に伴い、本庁舎・各支

所の事務所が次のとおり配置されました。�

�

　また、環境課の事務室は、奥利根アメニティ
パーク（布施）内に、教育委員会事務局の事務
室は、中央公民館2階（後閑）内に配置されま
した。�
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【
総
務
課
】

氏
　
名
　
　
　
　
　
所
属
・
職
名
　
　
　
　
（
旧
町
村
名
）

真
庭
　
幸
雄
　
課
長
（
月
）

関
　
　
章
二
　
課
長
補
佐
（
新
）

篠
田
　
　
朗
　
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
（
月
）

吉
田
　
武
春
　
庶
務
係
（
月
）

倉
澤
寿
美
子
　
庶
務
係
（
月
）

原
澤
　
　
修
　
庶
務
係
（
月
）

増
田
　
実
雄
　
庶
務
係
（
月
）

石
坂
　
是
義
　
庶
務
係
（
水
）

阿
部
　
宣
明
　
庶
務
係
（
新
）

深
津
　
賢
治
　
情
報
政
策
係
長
（
月
）

高
橋
　
康
之
　
情
報
政
策
係
（
月
）

林
　
　
和
也
　
交
通
防
災
係
長
（
水
）

原
澤
　
達
巳
　
交
通
防
災
係
（
月
）

片
桐
　
　
学
　
交
通
防
災
係
（
新
）

岡
田
　
宏
一
　
選
挙
係
長
（
新
）

原
　
　
　
隆
　
選
挙
係
（
水
）

石
坂
　
貴
夫
　
選
挙
係
（
月
）

【
財
政
課
】

木
村
　
一
夫
　
課
長
（
水
）

増
田
　
豊
次
　
課
長
補
佐
（
月
）

岡
村
　
　
章
　
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
（
新
）

原
澤
　
幸
子
　
財
政
係
（
月
）

小
池
　
俊
弘
　
財
政
係
（
新
）

増
田
　
和
也
　
管
財
係
長
（
月
）

山
口
　
裕
昭
　
管
財
係
（
水
）

【
地
域
振
興
課
】

林
　
　
　
昭
　
課
長
（
新
）

糸
井
　
秀
幸
　
地
域
振
興
課
付
課
長
（
県
）

石
坂
　
堅
一
　
課
長
補
佐
（
月
）

林
　
　
茂
昭
　
千
葉
県
千
葉
村
（
新
）

田
村
　
雅
仁
　
企
画
係
長
（
月
）

桜
井
　
正
宏
　
企
画
係
（
月
）

高
橋
　
圭
吾
　
企
画
係
（
水
）

永
嶋
　
敏
浩
　
企
画
係
（
新
）

五
百
久
淳
志
　
調
整
係
長
（
水
）

高
橋
　
一
夫
　
調
整
係
（
月
）

宮
崎
　
育
雄
　
地
域
振
興
係
長
（
新
）

桑
原
　
孝
治
　
地
域
振
興
係
（
月
）

阿
部
　
　
英
　
地
域
振
興
係
（
水
）

【
税
務
課
】

林
　
　
文
博
　
課
長
（
新
）

若
桑
　
一
雄
　
課
長
補
佐
（
月
）

木
村
　
重
男
　
課
長
補
佐
兼
収
納
係
長
（
水
）

松
井
田
順
一
　
収
納
係
（
月
）

廣
井
　
正
隆
　
収
納
係
（
新
）

高
橋
　
武
志
　
課
長
補
佐
兼
住
民
税
係
長
（
月
）

齋
藤
　
照
代
　
住
民
税
係
（
新
）

伊
藤
　
一
枝
　
住
民
税
係
（
月
）

泉
　
　
雪
江
　
住
民
税
係
（
水
）

林
　
佳
代
子
　
住
民
税
係
（
月
）

清
水
　
　
敦
　
住
民
税
係
（
水
）

高
宮
　
　
仁
　
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係
長
（
新
）

原
澤
　
右
文
　
資
産
税
係
（
月
）

中
澤
　
　
聡
　
資
産
税
係
（
水
）

小
此
木
　
猛
　
資
産
税
係
（
新
）

小
野
　
宏
和
　
資
産
税
係
（
月
）

【
保
健
福
祉
課
】

原
澤
　
和
己
　
課
長
（
月
）

石
川
　
　
晃
　
課
長
補
佐
（
水
）

細
貝
　
順
一
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
（
月
）

佐
藤
　
光
男
　
住
民
係
長
（
月
）

原
　
和
子
　
住
民
係
（
月
）

井
口
　
博
文
　
住
民
係
（
月
）

武
渕
　
美
春
　
住
民
係
（
月
）

角
田
　
憲
司
　
福
祉
係
長
（
水
）

高
橋
　
健
一
　
福
祉
係
（
月
）

石
坂
　
貞
剛
　
福
祉
係
（
月
）

佐
藤
富
治
夫
　
福
祉
係
（
新
）

澤
口
　
志
孝
　
福
祉
係
（
新
）

上
田
　
宜
実
　
高
齢
介
護
係
長
（
新
）

高
橋
　
　
輝
　
高
齢
介
護
係
（
月
）

大
塚
　
　
裕
　
高
齢
介
護
係
（
水
）

林
　
　
昌
宏
　
高
齢
介
護
係
（
新
）

吉
岡
　
勝
章
　
高
齢
介
護
係
（
月
）

櫛
渕
　
達
夫
　
保
険
医
療
係
長
（
月
）

阿
部
と
み
江
　
保
険
医
療
係
（
水
）

高
橋
　
博
文
　
保
険
医
療
係
（
新
）

須
田
さ
か
江
　
保
険
医
療
係
（
月
）

富
澤
　
典
子
　
保
険
医
療
係
（
月
）

高
橋
　
晃
規
　
保
険
医
療
係
（
月
）

林
　
　
耕
平
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長（
新
）

平
井
百
合
子
　
介
護
支
援
係
長
（
月
）

高
橋
　
良
江
　
介
護
支
援
係
（
月
）

本
多
　
邦
子
　
介
護
支
援
係
（
新
）

原
澤
八
重
子
　
介
護
支
援
係
（
月
）

菅
野
　
佳
代
　
介
護
支
援
係
（
水
）

高
橋
　
久
子
　
健
康
推
進
係
長
（
月
）

萩
原
　
絹
代
　
健
康
推
進
係
（
水
）

田
村
　
広
江
　
健
康
推
進
係
（
新
）

原
澤
　
裕
子
　
健
康
推
進
係
（
水
）

平
形
　
知
子
　
健
康
推
進
係
（
月
）

真
庭
　
香
織
　
健
康
推
進
係
（
月
）

齋
藤
　
千
聡
　
健
康
推
進
係
（
月
）

西
原
　
英
子
　
健
康
推
進
係
（
月
）

真
下
　
幸
子
　
健
康
推
進
係
（
月
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

阿
部
　
好
美
　
事
務
局
長
（
月
）

小
野
　
圭
一
　
係
長
（
月
）

湯
本
　
昌
宏
　
社
会
福
祉
協
議
会
（
水
）

藤
岡
　
善
紀
　
社
会
福
祉
協
議
会
（
月
）

【
環
境
課
】

阿
部
　
　
正
　
課
長
（
水
）

須
藤
　
裕
寿
　
課
長
補
佐
（
衛
）

原
　
敏
幸
　
環
境
係
長
（
月
）

高
橋
　
英
俊
　
環
境
係
（
月
）

阿
部
　
勝
紀
　
環
境
係
（
衛
）

石
坂
こ
ず
え
　
環
境
係
（
衛
）

阿
部
勝
太
郎
　
管
理
係
長
（
新
）

原
沢
　
智
章
　
管
理
係
（
衛
）

林
　
　
茂
朋
　
管
理
係
（
水
）

小
林
　
正
雄
　
管
理
係
（
水
）

片
野
　
羊
二
　
管
理
係
（
水
）

内
藤
　
　
宏
　
管
理
係
（
水
）

今
井
　
一
也
　
管
理
係
（
水
）

宮
代
　
　
高
　
管
理
係
（
水
）

高
橋
　
　
実
　
施
設
第
１
係
長
（
衛
）

田
村
　
清
明
　
施
設
第
１
係
（
衛
）

萩
原
　
正
道
　
施
設
第
１
係
（
衛
）

本
多
　
康
臣
　
施
設
第
１
係
（
衛
）

池
田
　
浩
二
　
施
設
第
２
係
長
（
衛
）

馬
場
　
和
典
　
施
設
第
２
係
（
衛
）

猪
俣
　
正
治
　
施
設
第
２
係
（
衛
）

芳
川
　
　
清
　
施
設
第
２
係
（
衛
）

田
村
　
権
広
　
施
設
第
２
係
（
衛
）

武
渕
　
政
見
　
施
設
第
２
係
（
衛
）

阿
部
　
　
武
　
施
設
第
２
係
（
衛
）

石
坂
　
　
亮
　
施
設
第
２
係
（
衛
）

「
職
員
人
事
異
動
に
つ
い
て
」

【
み
な
か
み
町
役
場
】

平
成
17
年
10
月
１
日
付

2005／創刊号
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【
農
政
課
】

阿
部
　
行
雄
　
課
長
（
新
）

赤
見
　
初
夫
　
課
長
補
佐
（
農
業
委
員
会
局
長
）（
月
）

柳
　
　
　
健
　
課
長
補
佐
（
水
）

神
保
　
勝
弘
　
農
村
公
園
公
社
（
新
）

神
保
　
修
一
　
遊
神
館
（
新
）

林
　
　
利
司
　
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
所
長（
新
）

岸
　
　
達
男
　
課
長
補
佐
兼
農
林
係
長
（
月
）

高
橋
　
宏
治
　
農
林
係
（
月
）

原
澤
　
達
也
　
農
林
係
（
新
）

周
藤
　
　
学
　
農
林
係
（
水
）

増
田
　
宗
昭
　
農
林
係
（
農
業
共
済
）（
月
）

中
村
　
一
彦
　
農
林
係
（
農
業
共
済
）（
水
）

河
合
　
輝
尚
　
農
林
係
（
農
業
共
済
）（
新
）

中
島
　
直
之
　
農
地
調
整
係
長
（
水
）

小
林
　
紀
之
　
農
地
調
整
係
（
月
）

原
澤
　
志
利
　
土
地
改
良
係
長
（
月
）

原
澤
真
治
郎
　
土
地
改
良
係
（
新
）

林
　
　
正
典
　
土
地
改
良
係
（
月
）

大
野
　
剛
司
　
土
地
改
良
係
（
水
）

青
木
芙
美
子
　
土
地
改
良
係
（
月
）

下
城
　
　
治
　
国
土
調
査
係
長
（
新
）

金
古
　
伸
夫
　
国
土
調
査
係
（
月
）

原
澤
　
悦
治
　
国
土
調
査
係
（
新
）

【
観
光
商
工
課
】

阿
部
　
一
司
　
課
長
（
水
）

本
多
　
　
剛
　
課
長
補
佐
（
新
）

阿
部
　
　
浩
　
水
の
故
郷
館
長
（
水
）

田
村
　
廣
樹
　
観
光
商
工
係
長
（
月
）

木
村
　
伸
介
　
観
光
商
工
係
（
水
）

林
　
　
市
治
　
観
光
商
工
係
（
新
）

本
間
　
　
泉
　
観
光
商
工
係
（
新
）

田
村
　
泰
則
　
観
光
商
工
係
（
新
）

杉
木
　
　
均
　
観
光
商
工
係
（
月
）

池
田
　
大
吾
　
観
光
商
工
係
（
月
）

小
林
　
直
己
　
課
長
補
佐
兼
施
設
管
理
係
長
（
水
）

伊
平
　
憲
幸
　
施
設
管
理
係
（
月
）

宮
下
　
　
弘
　
施
設
管
理
係
（
月
夜
野
振
興
公
社
）（
月
）

高
野
　
明
夫
　
施
設
管
理
係
（
夢
未
来
）（
新
）

【
建
設
課
】

鈴
木
　
初
夫
　
課
長
（
月
）

小
野
　
良
一
　
課
長
補
佐
（
水
）

増
田
　
伸
之
　
管
理
係
長
（
月
）

中
島
寿
美
雄
　
管
理
係
（
水
）

阿
部
　
善
宏
　
管
理
係
（
新
）

渋
谷
麻
衣
子
　
管
理
係
（
月
）

永
井
　
弘
志
　
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
（
新
）

小
林
　
　
一
　
建
設
係
（
水
）

阿
部
　
貴
光
　
建
設
係
（
新
）

鈴
木
　
紀
哉
　
建
設
係
（
月
）

高
柳
　
知
身
　
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
（
水
）

金
子
喜
一
郎
　
都
市
計
画
係
（
水
）

天
野
　
秀
幸
　
都
市
計
画
係
（
月
）

【
上
下
水
道
課
】

青
山
　
　
実
　
課
長
（
水
）

櫛
渕
　
哲
夫
　
課
長
補
佐
（
月
）

永
井
　
泰
一
　
管
理
係
長
（
新
）

入
澤
は
る
み
　
管
理
係
（
月
）

杉
木
　
清
一
　
課
長
補
佐
兼
水
道
係
長
（
月
）

鈴
木
　
伸
史
　
水
道
係
（
月
）

宮
嶋
　
大
輔
　
水
道
係
（
月
）

石
坂
　
久
夫
　
水
道
係
（
月
）

須
藤
　
信
保
　
課
長
補
佐
兼
下
水
道
係
長
（
水
）

中
西
　
広
子
　
下
水
道
係
（
月
）

林
　
　
　
昇
　
下
水
道
係
（
水
）

青
柳
　
利
作
　
下
水
道
係
（
月
）

【
出
納
室
】

林
　
　
隆
平
　
出
納
係
長
（
新
）

宮
代
千
代
子
　
出
納
係
（
水
）

竹
内
　
理
恵
　
出
納
係
（
月
）

【
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課
】

小
泉
　
行
夫
　
課
長
（
新
）

青
柳
　
健
市
　
課
長
補
佐
（
月
）

富
田
　
　
孝
　
指
導
主
事
（
月
）

青
木
　
　
寿
　
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
（
新
）

石
田
　
洋
一
　
学
校
教
育
係
（
月
）

佐
藤
　
洋
美
　
学
校
教
育
係
（
水
）

笛
木
　
賢
治
　
学
校
教
育
係
（
新
）

阿
部
　
茂
夫
　
学
校
教
育
係
（
月
）

内
海
富
志
夫
　
学
校
教
育
係
（
月
）

林
　
　
邦
夫
　
学
校
教
育
係
（
新
）

木
村
　
和
夫
　
学
校
教
育
係
（
月
）

佐
々
木
利
従
　
学
校
教
育
係
（
月
）

番
場
　
哲
也
　
学
校
教
育
係
（
月
）

簑
輪
　
欣
房
　
学
校
教
育
係
（
水
上
中
学
校
）（
水
）

大
川
　
志
向
　
学
校
教
育
係
（
新
治
中
学
校
）（
新
）

山
岸
　
正
幸
　
学
校
教
育
係
（
利
根
商
業
高
校
）（
月
）

関
口
　
　
清
　
学
校
教
育
係
（
桃
野
小
学
校
）（
月
）

高
橋
　
絹
代
　
学
校
教
育
係（
月
夜
野
幼
稚
園
）（
月
）

高
木
　
米
一
　
学
校
教
育
係
（
水
上
小
学
校
）（
水
）

高
野
利
津
子
　
学
校
教
育
係（
月
夜
野
北
幼
稚
園
）（
月
）

阿
部
　
富
子
　
学
校
教
育
係
（
新
治
幼
稚
園
）（
新
）

鈴
木
　
　
登
　
学
校
教
育
係（
月
夜
野
北
小
学
校
）（
月
）

原
　
　
音
衛
　
学
校
教
育
係
（
猿
ヶ
京
小
学
校
）（
新
）

真
庭
　
一
枝
　
学
校
教
育
係
（
第
２
保
育
園
）（
水
）

飯
塚
日
出
子
　
学
校
教
育
係
（
第
１
保
育
園
）（
水
）

関
　
　
泰
子
　
学
校
教
育
係（
月
夜
野
幼
稚
園
下
牧
分
園
）（
月
）

見
城
　
千
里
　
学
校
教
育
係
（
須
川
小
学
校
）（
新
）

小
野
里
　
宏
　
学
校
教
育
係
（
新
治
中
学
校
）（
新
）

高
橋
　
和
宏
　
学
校
教
育
係
（
新
巻
小
学
校
）（
新
）

山
浦
　
一
男
　
学
校
教
育
係
（
古
馬
牧
小
学
校
）（
月
）

山
口
　
徳
子
　
幼
児
教
育
係
長
（
水
）

田
村
　
一
美
　
幼
児
教
育
係
（
月
）

杉
木
　
賢
司
　
月
夜
野
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
月
）

平
澤
　
良
司
　
月
夜
野
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
（
月
）

佐
藤
　
廣
明
　
月
夜
野
給
食
セ
ン
タ
ー
（
月
）

大
坪
　
聖
志
　
月
夜
野
給
食
セ
ン
タ
ー
（
月
）

笠
井
百
合
子
　
月
夜
野
給
食
セ
ン
タ
ー
（
月
）

鈴
木
す
み
子
　
月
夜
野
給
食
セ
ン
タ
ー
（
月
）

阿
部
　
明
典
　
水
上
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
水
）

真
庭
ア
サ
子
　
水
上
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
（
水
）

林
　
八
十
三
　
水
上
給
食
セ
ン
タ
ー
（
水
）

藤
野
　
　
実
　
水
上
給
食
セ
ン
タ
ー
（
水
）

田
中
　
　
勝
　
新
治
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
新
）

原
澤
　
和
美
　
月
夜
野
幼
稚
園
長
（
月
）

小
室
　
順
子
　
月
夜
野
幼
稚
園
主
任
（
新
）

千
明
　
い
せ
　
月
夜
野
幼
稚
園
（
月
）

高
橋
　
行
江
　
月
夜
野
幼
稚
園
（
月
）

小
野
　
永
子
　
月
夜
野
幼
稚
園
（
月
）

石
坂
　
紀
子
　
月
夜
野
幼
稚
園
（
月
）

見
城
　
美
紀
　
月
夜
野
幼
稚
園
（
月
）

佐
藤
　
寛
子
　
月
夜
野
幼
稚
園
（
月
）

岸
　
　
節
子
　
月
夜
野
幼
稚
園
名
胡
桃
分
園
主
任
（
月
）

上
村
　
真
弓
　
月
夜
野
幼
稚
園
名
胡
桃
分
園
（
月
）

菅
原
　
直
子
　
月
夜
野
幼
稚
園
名
胡
桃
分
園
（
月
）

阿
部
　
満
子
　
月
夜
野
幼
稚
園
下
牧
分
園
主
任
（
月
）

小
柴
千
恵
子
　
月
夜
野
幼
稚
園
下
牧
分
園
（
月
）

高
橋
久
美
子
　
月
夜
野
幼
稚
園
下
牧
分
園
（
月
）

倉
澤
　
初
江
　
月
夜
野
北
幼
稚
園
主
任
（
月
）

木
村
恵
美
子
　
月
夜
野
北
幼
稚
園
（
月
）

狩
野
　
美
穂
　
月
夜
野
北
幼
稚
園
（
月
）

高
橋
寿
美
子
　
に
い
は
る
幼
稚
園
長
（
新
）

佐
藤
　
静
江
　
に
い
は
る
幼
稚
園
主
任
（
新
）

永
井
　
初
美
　
に
い
は
る
幼
稚
園
（
新
）

本
多
由
紀
子
　
に
い
は
る
幼
稚
園
（
新
）

本
多
由
美
子
　
に
い
は
る
幼
稚
園
（
新
）

生
方
　
　
睦
　
に
い
は
る
幼
稚
園
（
新
）

高
橋
芙
左
子
　
に
い
は
る
幼
稚
園
（
新
）

遠
藤
　
　
惇
　
水
上
児
童
館
長
（
水
）

山
崎
　
愛
子
　
水
上
児
童
館
（
水
）

鈴
木
　
　
恵
　
水
上
児
童
館
（
水
）

須
藤
　
邦
男
　
第
１
保
育
園
長
（
水
）

鈴
木
　
文
子
　
第
１
保
育
園
（
水
）

石
坂
　
清
美
　
第
１
保
育
園
（
水
）
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宮
崎
　
初
代
　
第
１
保
育
園
（
水
）

木
村
久
美
子
　
第
１
保
育
園
（
水
）

阿
部
美
代
子
　
第
１
保
育
園
（
水
）

奈
良
　
　
洋
　
第
２
保
育
園
長
（
水
）

小
林
　
正
子
　
第
２
保
育
園
（
水
）

石
井
ひ
と
み
　
第
２
保
育
園
（
水
）

都
丸
美
砂
子
　
第
２
保
育
園
（
水
）

真
庭
　
朱
美
　
第
２
保
育
園
（
水
）

福
島
　
哲
夫
　
第
３
保
育
園
長
（
水
）

真
庭
　
好
枝
　
第
３
保
育
園
（
水
）

大
塚
美
智
子
　
第
３
保
育
園
（
水
）

船
津
　
知
佳
　
第
３
保
育
園
（
水
）

渡
部
　
　
進
　
に
い
は
る
保
育
園
長
（
新
）

岡
田
　
敦
子
　
に
い
は
る
保
育
園
主
任
（
新
）

淵
本
　
　
操
　
に
い
は
る
保
育
園
（
新
）

室
橋
き
く
江
　
に
い
は
る
保
育
園
（
新
）

宮
崎
留
理
子
　
に
い
は
る
保
育
園
（
新
）

吉
原
　
ま
み
　
に
い
は
る
保
育
園
（
新
）

長
谷
川
清
美
　
に
い
は
る
保
育
園
（
新
）

田
辺
　
郁
美
　
に
い
は
る
保
育
園
（
新
）

関
　
　
宏
美
　
に
い
は
る
保
育
園
（
新
）

上
原
　
　
充
　
に
い
は
る
保
育
園
（
新
）

【
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
】

宮
下
　
達
男
　
課
長
（
月
）

石
坂
　
　
武
　
課
長
補
佐
（
水
）

高
野
　
一
男
　
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
（
水
）

木
榑
　
晴
彦
　
社
会
教
育
係
（
月
）

増
田
美
恵
子
　
社
会
教
育
係
（
月
）

鈴
木
　
香
理
　
社
会
教
育
係
（
水
）

鈴
木
　
佳
子
　
社
会
教
育
係
（
水
上
図
書
室
）（
水
）

今
井
　
エ
ミ
　
社
会
教
育
係
（
月
夜
野
図
書
室
）（
月
）

高
橋
　
郁
子
　
社
会
教
育
係
（
新
治
図
書
室
）（
新
）

登
坂
　
卓
史
　
課
長
補
佐
兼
社
会
体
育
係
長
（
月
）

小
野
　
和
明
　
社
会
体
育
係
（
水
）

金
子
　
拓
紀
　
社
会
体
育
係
（
月
）

三
宅
　
敦
気
　
文
化
財
係
長
（
月
）

山
本
　
修
平
　
文
化
財
係
（
新
）

佐
藤
　
孝
治
　
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
館
長
（
月
）

森
下
　
　
豊
　
文
化
振
興
係
長（
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
）（
新
）

吉
田
　
清
美
　
文
化
振
興
係
（
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
）（
月
）

【
議
会
事
務
局
】

矢
野
　
義
夫
　
議
会
事
務
局
長
（
月
）

内
田
　
　
保
　
議
会
事
務
局
庶
務
兼
議
事
係
長（
水
）

澤
浦
　
厚
子
　
議
会
事
務
局
（
月
）

深
代
　
和
恵
　
議
会
事
務
局
（
新
）

【
水
上
支
所
】

阿
部
　
正
一
　
支
所
長
（
水
）

平
原
　
文
雄
　
課
長
補
佐
（
統
括
）（
水
）

石
坂
　
和
利
　
課
長
補
佐
（
総
務
・
観
光
商
工
担
当
）（
月
）

深
津
　
信
之
　
課
長
補
佐(

税
務
・
保
健
福
祉
担
当)（
月
）

越
尾
　
　
武
　
課
長
補
佐(

上
下
水
道
担
当)

（
新
）

木
暮
　
　
勤
　
課
長
補
佐
（
農
業
委
員
会
局
長
、

建
設
　
農
林
担
当
）（
水
）

雲
越
　
栄
一
　
水
上
事
務
所
事
務
長
（
水
）

真
庭
　
　
敏
　
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
（
水
）

泉
　
　
経
征
　
庶
務
係
（
水
）

岡
庭
　
芳
昭
　
庶
務
係
（
水
）

鈴
木
　
伸
一
　
観
光
商
工
係
長
（
水
）

中
島
　
秀
明
　
観
光
商
工
係
（
水
）

狩
野
え
り
香
　
観
光
商
工
係
（
水
）

田
村
　
良
一
　
福
祉
係
長
（
新
）

合
沢
　
　
衛
　
福
祉
係
（
新
）

中
西
　
紀
子
　
福
祉
係
（
水
）

大
久
保
利
男
　
福
祉
係
（
水
）

岸
野
　
昌
子
　
福
祉
係
（
水
）

佐
藤
冨
士
夫
　
町
民
係
長
（
水
）

鈴
木
　
和
幸
　
町
民
係
（
水
）

小
野
め
ぐ
み
　
町
民
係
（
水
）

鈴
木
　
茂
範
　
町
民
係
（
水
）

関
口
　
康
弘
　
町
民
係
（
水
）

西
山
　
智
哉
　
町
民
係
（
月
）

阿
部
　
澄
雄
　
上
下
水
道
係
長
（
水
）

小
杉
　
明
弘
　
上
下
水
道
係
（
水
）

小
林
　
　
勲
　
上
下
水
道
係
（
水
）

鈴
木
　
真
人
　
上
下
水
道
係
（
水
）

小
川
　
貴
士
　
上
下
水
道
係
（
月
）

宮
代
　
智
彦
　
建
設
係
長
（
水
）

味
戸
　
勝
彦
　
建
設
係
（
水
）

今
井
　
　
勇
　
建
設
係
（
水
）

斎
木
　
真
一
　
建
設
係
（
水
）

佐
藤
　
重
男
　
農
政
係
長
（
月
）

本
多
　
太
一
　
農
政
係
（
新
）

小
野
　
　
丞
　
農
政
係
（
水
）

中
村
　
文
男
　
水
上
事
務
所
課
長
補
佐
兼
教
育
係
長
（
新
）

萩
原
　
達
也
　
水
上
事
務
所
教
育
係
（
水
）

丸
山
　
浩
文
　
水
上
事
務
所
教
育
係
（
水
）

田
村
　
　
司
　
水
上
事
務
所
教
育
係
（
水
）

【
新
治
支
所
】

石
坂
　
一
美
　
支
所
長
（
新
）

山
賀
　
晃
男
　
課
長
補
佐
（
統
括
）（
新
）

高
橋
　
正
次
　
課
長
補
佐(

総
務
担
当)

（
月
）

宇
津
木
順
三
　
課
長
補
佐(

税
務
・
保
健
福
祉
担
当)

（
水
）

鬼
頭
　
春
二
　
課
長
補
佐(

建
設
・
上
下
水
道
担
当)

（
月
）

金
井
　
豊
博
　
課
長
補
佐(

農
政
・
観
光
担
当)

（
新
）

神
保
　
　
進
　
新
治
事
務
所
事
務
長
（
新
）

杉
木
　
隆
司
　
庶
務
係
長
（
新
）

河
合
　
博
市
　
庶
務
係
（
新
）

櫻
井
　
　
学
　
庶
務
係
（
新
）

吉
野
有
美
子
　
庶
務
係
（
月
）

阿
部
　
　
賢
　
福
祉
係
長
（
水
）

柳
沢
　
　
浩
　
福
祉
係
（
水
）

新
島
　
悦
子
　
福
祉
係
（
新
）

高
橋
　
律
子
　
福
祉
係
（
月
）

本
多
　
康
樹
　
福
祉
係
（
新
）

平
田
　
雅
信
　
町
民
係
長
（
新
）

石
橋
　
和
樹
　
町
民
係
（
新
）

木
村
　
　
隆
　
町
民
係
（
水
）

笛
木
あ
ゆ
み
　
町
民
係
（
新
）

原
澤
　
育
男
　
町
民
係
（
新
）

高
橋
　
孝
一
　
上
下
水
道
係
長
（
新
）

田
村
　
覚
生
　
上
下
水
道
係
（
新
）

田
村
　
和
広
　
上
下
水
道
係
（
新
）

阿
部
　
博
孝
　
上
下
水
道
係
（
新
）

古
川
　
文
雄
　
建
設
係
長
（
新
）

綿
貫
　
芳
昭
　
建
設
係
（
新
）

村
山
　
博
志
　
建
設
係
（
新
）

戸
田
　
泰
基
　
建
設
係
（
新
）

中
島
　
修
一
　
観
光
商
工
係
長
（
水
）

木
檜
　
房
枝
　
観
光
商
工
係
（
新
）

鈴
木
　
　
茂
　
観
光
商
工
係
（
新
）

森
山
　
直
温
　
観
光
商
工
係
（
新
）

田
村
　
晴
夫
　
観
光
商
工
係
（
新
）

室
橋
晃
一
郎
　
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
（
農
業
委

員
会
局
長
）（
新
）

田
村
　
英
明
　
農
政
係
（
新
）

林
　
　
義
信
　
農
政
係
（
新
）

小
此
木
妙
子
　
農
政
係
（
新
）

高
橋
　
治
男
　
新
治
事
務
所
教
育
係
長
（
月
）

笛
木
　
珠
江
　
新
治
事
務
所
教
育
係
（
新
）

河
合
　
英
一
　
新
治
事
務
所
教
育
係
（
新
）

林
　
登
紀
枝
　
新
治
事
務
所
教
育
係
（
新
）
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■告示日�
　平成17年10月25日(火)�
■投票日�
　平成17年10月30日(日)�
■投票ができる方�
　次の各要件に該当する方が本町におい
　て投票することができます。�
①年齢要件　昭和60年10月31日以前に
生まれた日本国籍を有する方�
②住所要件　平成17年7月24日以前に旧
月夜野町、旧水上町及び旧新治村に転
入の届出をし、引き続きみなかみ町の
住民基本台帳に記録されている方�

■投票所�
　投票日における投票所は、町内に25箇所
設置します。�
　後日送付される「投票所入場券」に明記され
た投票所で投票してください。お間違えのな
いよう事前に確認しておきましょう。�
　また、旧水上町及び旧新治村区域内の投票
所においては、投票所閉鎖時刻が繰上げられ
ていますので、ご注意ください。�
�
�
�
�

■入場券について�
　入場券は、投票所または期日前投票
所、不在者投票所で使用します。後日、
郵送で一斉にお届けします。入場券は、
１枚の台紙にミシン目が入り、４人分
を１単位として１通の封筒に入ってい
ます。なお、５人以上の選挙人が同一
世帯に居る場合は、２通に分かれて郵
送されることとなりますので、ご注意
ください。投票所へお出掛けの際には、
切り離して各自ご持参ください。�
�

■期日前投票・不在者投票�
　投票日当日に次の事由により、自ら投票所
に行き投票することができない場合は、前もっ
て期日前投票または不在者投票を済ませてお
きましょう。投票ができる期間は、10月26日
(水)から10月29日(土)までの、毎日午前8時
30分から午後8時まで指定された場所で投票
できます。入場券に明記されていますので、
ご確認ください。�
①仕事に従事する方�
②旅行または外出する方�
③病気、けが、妊娠、老衰、身体障害、産褥
のため歩行が困難な方�
④交通至難の島その他の地域に滞在する方�
⑤投票区の区域外の住所に居住している方�
�
■期日前投票等を行える場所�
○旧月夜野町の区域にお住まいの方�
　みなかみ町役場（旧月夜野町役場）�
○旧水上町の区域にお住まいの方�
　みなかみ町水上支所（旧水上町役場）�
○旧新治村の区域にお住まいの方�
　みなかみ町新治支所（旧新治村役場）�
※入場券に明記されています。�

▼不在者投票指定病院等に�
　入院・入所中の場合�
　群馬県選挙管理委員会が指定する病院また
は老人ホーム等に入院・入所中の方は、その
施設で不在者投票ができます。施設の長（院長
または所長等）に対し、投票用紙及び投票用封
筒の請求を申し出てください。選挙人に代わ
り請求手続きを行ってくれます。�
�
▼郵便等による不在者投票�
　身体に障害があり、身体障害者手帳、戦傷
病者手帳、介護保険の被保険者証をお持ちの
方で、その障害の程度が要件に該当する方は、
当委員会に届出た場所で不在者投票をするこ
とができます。この場合、前もって「郵便等
投票証明書」の交付を受けている必要があり
ます。�
　また、この制度の適用を受ける方のうち更
に要件に該当する方は、代理記載制度を利用
できます。�
  詳しくは選挙管理委員会までお問い合わせく
ださい。�
�
�

▼代理投票�
　投票は選挙人自ら記載する
のが原則ですが、身体の故障
などのため自ら記載すること
ができない方は、投票所の受
付に申し出れば、補助者が代
わりに記載をしてくれます。
投票の秘密は、固く守られま
すので安心して申し出てくだ
さい。�
�
▼点字投票�
　目の不自由な方には、点字
器と点字用投票用紙が用意し
てありますので投票所の受付
に申し出てください。�
�
�
■問い合わせ先　�
　選挙管理委員会事務局�
　（みなかみ町役場内）�
　電話0278-62-2111　　　
　（内線518・519）�

　本年10月1日のみなかみ町の設置に伴い、初代町長を決める「みなかみ町長選挙」を、�
次のとおり執行します。忘れずに投票しましょう。�

10月30日は「みなかみ町長選挙」の投票日です�

投票日当日（10月30日）の投票所一覧�

あなたの投票所は、郵送された入場券に記載されています。入場券がお手元に届きましたらご確認ください。�

一部の投票所において、投票所閉鎖時刻が繰り上げられていますので、ご注意ください。�
※当委員会から入場券の発送後に、本町の区域内での転居による住所変更がある場合は、旧住所地が属する区域の投票所となります。�

■月夜野地区�

■水上地区�

■新治地区�

投票区名�
月夜野第１投票区�
月夜野第２投票区�
月夜野第３投票区�
月夜野第４投票区�
月夜野第５投票区�

施設名�
後閑公民館�
師公民館�
真政公民館�
なぐるみ児童館�
月夜野総合体育館�

投票時間�

午前７時～午後８時�

投票区名�
月夜野第６投票区�
月夜野第７投票区�
月夜野第８投票区�
月夜野第９投票区�

施設名�
上組公民館 �
下石倉公民館�
カルチャーセンター�
下牧公民館�

投票時間�

午前７時～午後８時�

投票区名�
新治第１投票区�
新治第２投票区�
新治第３投票区�
新治第４投票区�
新治第５投票区�

施設名�
永井宿郷土館�
新治公民館相俣分館�
新治公民館赤谷分館�
にいはる保育園�
須川小学校�

投票時間�
午前７時～午後６時�
午前７時～午後７時�
午前７時～午後６時�

午前７時～午後７時�

投票区名�
新治第６投票区�
新治第７投票区�
新治第８投票区�
新治第９投票区�
新治第10投票区�

施設名�
入須川社会体育館�
新治支所（旧新治村役場）�
新治公民館新巻分館�
新治公民館下新田分館�
猿ヶ京地区多目的集会施設�

投票時間�

午前７時～午後７時�

投票区名�
水上第１投票区�
水上第２投票区�
水上第３投票区�

施設名�
観光会館�
小仁田会館�
水上支所（旧水上町役場）�

投票時間�

午前７時～午後７時�

投票区名�
水上第４投票区�
水上第５投票区�
水上第６投票区�

施設名�
第２保育園 �
北部生活改善センター
坂東会館（大芦公民館）�

投票時間�
午前７時～午後７時�

午前７時～午後６時�

�

�
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□
調
査
概
要
／
本
調
査
は
、
昭
和
３
年

以
降
全
国
的
な
規
模
で
実
施
し
て
い
　

る
調
査
で
、
道
路
の
交
通
量
や
自
動
　

車
の
利
用
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
に

よ
り
、
道
路
の
計
画
、
建
設
や
維
持
　

修
繕
等
の
管
理
ま
で
の
基
礎
資
料
を
　

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

□
対
象

●
交
通
量
調
査

全
国
の
都
道
府
県
道
以
上
の
路
線

●
自
動
車
起
終
点（
O
D
）調
査

県
内
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
家
用

車
の
う
ち
約
３
万
台
を
抽
出

□
実
施
方
法

●
交
通
量
調
査

道
路
交
通
情
勢(

道
路
交
通
セ
ン

サ
ス)

調
査
に
ご
協
力
を
！

■
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
庁
　
道
路
企
画
管
理
課

T
E
L

０
２
７(

２
２
６)

３
５
９
２
　

F
A
X

０
２
７(

２
４
３)

７
２
８
５

INFORMATION
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□
定
員
／
50
名

□
参
加
費
用
／
２
、０
０
０
円

(

テ
キ
ス
ト
代
等)

□
申
込
先
／
11
月
１
日(

火)

10
時

※
時
間
厳
守：

上
記
会
場
に
て
説
明
会
　

を
実
施
後
受
付
け
ま
す
。

(

応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選)

※
要
予
約：

電
話
で
10
月
25
日
ま
で
に

上
記
21
世
紀
職
業
財
団
群
馬
事
務
所

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

□
そ
の
他
／
受
講
終
了
後
は
、
財
団

の「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
」会
員
に

登
録
で
き
ま
す
。

付
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
さ
れ

た
方
は
。
２
年
間
以
上
継
続
し
た
後

で
な
け
れ
ば
、
選
択
を
や
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん（
選
択
を
取
り
や
め
る

に
は
、「
簡
易
課
税
制
度
選
択
不
適
用

届
出
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
）。

な
お
、
納
付
に
は
便
利
な
振
替
納

税
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

育
児
と
仕
事
を
両
立
す
る
家
庭
を

支
援
す
る
た
め
、
保
育
施
設
へ
の
送

迎
や
子
ど
も
を
預
か
る
な
ど
、
ほ
ん

の
ち
ょ
っ
と
子
育
て
の
手
助
け
を
行

う「
保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
／
11
月
15
日(

火)

、
17
日(

木)

、

18
日(

金)

の
３
日
間

□
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
日
に
よ
り
時
間
が
多
少
異
な
り
ま
す
）

□
会
場
／
渋
川
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

大
会
議
室(

２
F)

□
対
象
／
子
育
て
経
験
の
あ
る
人
ま
た

は
保
育
士
の
資
格
を
持
ち
、
３
日
間

受
講
で
き
て
講
座
終
了
後
、
保
育
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
し
活
動
で
き
　

る
人(

受
講
時
妊
娠
中
の
方
を
除
き
ま
す)

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

■
問
い
合
わ
せ
先

(

財)

21
世
紀
職
業
財
団
群
馬
事
務
所

T
E
L

０
２
７(

２
２
３)

２
０
２
３

０
２
７(

２
３
１)

２
０
２
０

「
２
０
０
５
真
田
サ
ミ
ッ
ト
開
催

in
み
な
か
み
」

□
日
時（
予
定
）

11
月
20
日（
日
）
午
後
１
時
開
会

□
場
所

み
な
か
み
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

□
内
容

参
加
13
市
町
村
長
に
よ
る
シ
ン
ポ
　

ジ
ウ
ム

記
念
公
演
／
真
田
旺
盛
時
代

「
物
産
展
」

□
日
時（
予
定
）

11
月
20
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

□
場
所

道
の
駅
矢
瀬
親
水
公
園
は
ー
べ
す
と

駐
車
場

□
内
容

参
加
町
村
の
特
産
品
販
売
な
ど

真
田
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

観
光
商
工
課
観
光
商
工
係

T
E
L

０
２
７
８(

６
２)

２
１
１
１

個
人
事
業
主
の
方
で
、
平
成
17
年

に
新
た
に
消
費
税
の
課
税
事
業
者
と

な
っ
た
方
や
、
平
成
18
年
に
お
い
て

消
費
税
の
課
税
事
業
者
で
あ
る
方
が

簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
た
め
に

は
、
平
成
17
年
12
月
31
日
ま
で
に「
簡

易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」を
税
務
署

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

簡
易
課
税
制
度
で
は
、「
み
な
し
仕

入
率
」に
よ
り
納
付
税
額
を
計
算
し
ま

す
の
で
多
額
の
設
備
投
資
を
行
っ
た

場
合
な
ど
で
一
般
課
税
に
よ
り
計
算

す
れ
ば
還
付
と
な
る
場
合
で
も
、
還

個
人
事
業
者
の
方
へ
簡
易
課
税

制
度
を
選
択
す
る
に
は
！

■
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
税
務
署

T
E
L

０
２
７
８(

２
２)

２
１
３
１

道
路
脇
に
お
い
て
、
車
種
別
に
12
時

間
ま
た
は
24
時
間
観
測

●
自
動
車
起
終
点（
O
D
）調
査

個
別
に
調
査
員
が
所
有
者
へ
訪
問
し
　

て
調
査

□
実
施
時
期
／
９
月
中
旬
〜
11
月
中
旬

お 知 ら せ
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新町誕生を記念して、町内25軒の旅館、ホテルが町内の皆様だけに、
期間限定の大サービス！�
広くなったみなかみ町には、素敵なお宿がい～っぱい！�
このチャンスにぜひお越し下さい。�

平成17年11月15日～平成17年12月26日�

一泊二
食の�

宿泊代
が�50%OFF

入浴はなんと�
お１人�

100円！�

保険証・免許証など

お問い合わせ先：おかみの会　TEL：0278-72-2611�
ホームページアドレス　http://minakami-onsen.com
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寒
く
て
空
気
の
乾
燥
す
る
冬
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
活
動
が
活

発
化
す
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。例
年
の
ピ
ー

ク
は
１
月
か
ら
２
月
。
そ
ろ
そ
ろ
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
シ
ー
ズ
ン
を
む
か
え
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

□
接
種
対
象
者

み
な
か
み
町
に
住
所
が
あ
る
方
で

①
予
防
接
種
実
施
日
に
65
歳
以
上
の
方

②
予
防
接
種
実
施
日
に
満
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
若

し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
に
障
害
を
有
す
る
も
の
と
し
て

厚
生
労
省
令
で
定
め
る
方
。

□
接
種
期
間

10
月
１
日
〜
平
成
18
年
１
月
31
日

□
費
用
自
己
負
担
／
１
、０
０
０
円

(

町
補
助
３
、０
０
０
円
ま
で)

※
但
し
、
２
回
目
以
降
は
全
額
自
己

負
担

満
65
歳
以
上
の
方
へ

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

み
な
か
み
町

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
係

(

み
な
か
み
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

T
E
L

０
２
７
８(

６
２)

２
５
２
７

F
A
X

０
２
７
８(
６
２)

０
０
８
３

□
接
種
実
施
期
間

利
根
沼
田
地
区
内
の
医
療
機
関(

事

前
に
連
絡
を
し
て
か
ら
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。)

※
但
し
、
利
根
沼
田
地
区
以
外
の
医

療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
手
数
で
も
接
種
前
に
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

11
月
は
、
計
量
強
調
月
間
で
す
。

計
量
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
の
量
り

売
り
や
、
体
重
・
血
圧
・
体
温
の
測

定
、
大
気
中
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質

の
濃
度
測
定
な
ど
私
た
ち
の
生
活
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
身
の
回
り
の
計
量
に

目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
計
量
検

定
所
で
は
、
ご
家
庭
の
体
重
計
、
血

圧
計
、
体
温
計
や
料
理
用
の
は
か
り

な
ど
の
無
料
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
量
に
つ
い

て
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

体
重
・
血
圧
は
正
確
に
計
れ
て

い
ま
す
か
？

■
問
い
合
わ
せ
先

計
量
検
定
所

T
E
L

０
２
７(

２
６
３)

２
４
３
６

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
応
援
す
る

た
め
、
育
児
・
介
護
・
家
事
の
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
電
話
で
提
供

し
ま
す
。

ま
た
、
お
子
さ
ん
を
預
か
っ
た
り

保
育
施
設
へ
の
送
迎
な
ど
、
子
育
て

の
手
助
け
を
す
る
「
保
育
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
案
内
も
し
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
情
報
の
内
容
／
保
育
施
設
、
保
育
サ

ポ
ー
タ
ー
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
高
齢
者
向
け
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
民
間
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
、
介
護
用
品
販
売
・
レ
ン
タ
ル

業
者
、
家
政
婦
紹
介
所
、
家
事
代
行

サ
ー
ビ
ス
な
ど

T
E
L
０
２
７(

２
３
１)

２
０
２
０

□
利
用
時
間
／
月
〜
金
　
午
前
９
時
　

30
分
〜
午
後
４
時
30
分（
祝
日
を
除
く
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
情
報
を
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.2
0
2
0
n
e
t.jp

困
っ
た
と
き
は
、

“２
０
２
０（
フ
レ
ー
フ
レ
ー
）・

テ
レ
フ
ォ
ン
群
馬
”

■
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
21
世
紀
職
業
財
団
　
群
馬
事
務
所

T
E
L

０
２
７(

２
３
１)

２
０
２
０ 相 談

□
日
時
／
11
月
１
日(

火)

・
11
日(

金)

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

□
場
所
／
み
な
か
み
町
役
場
　
３
階

町
民
相
談
室

※
11
月
11
日
は
弁
護
士
に
よ
る
相
談

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
予
約
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
　

さ
い
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談
所

■
問
い
合
わ
せ
先

み
な
か
み
町
社
会
福
祉
協
議
会

T
E
L

０
２
７
８(

６
２)

０
０
８
１
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□
期
間
／
12
月
６
日（
火
）〜
９
日（
金
）

(

４
日
間)

□
時
間
／
午
前
９
時
〜
正
午

□
会
場
／
み
な
か
み
町
新
治
公
民
館

□
内
容
／
日
本
語
入
力
や
イ
ン
タ
ー
　

ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
の
基
礎
な
ど

□
対
象
／
パ
ソ
コ
ン
初
級
者
及
び
未

経
験
者
で
４
日
間
受
講
で
き
る
県

民
の
方

□
定
員
／
15
名

□
費
用
／
無
料

□
締
切
り
／
11
月
21
日（
月
）(

必
着)

□
申
込
先
／
は
が
き
に
講
習
期
間
、

会
場
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
生
募
集

■
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
庁
情
報
政
策
課

企
画
推
進
G

T
E
L

０
２
７(

２
２
６)

２
３
３
４

F
A
X

０
２
７(

２
２
４)

２
８
１
２

INFORMATION

□
募
集
人
数
／
６
０
０
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

□
申
込
方
法
／
官
製
ハ
ガ
キ
ま
た
は
F

A
X
で
次
の
項
目
を
記
入
し
、
10
月
　

17
日(

月)

ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
氏
名
②
年
齢
③
性
別
④
保
険
の
種

類
⑤
住
所
⑥
電
話
番
号
⑦
希
望
コ
ー

ス
（
A：

健
脚
コ
ー
ス
　
１
１
０
分

B：

普
通
コ
ー
ス
　
70
分
）

※
雨
天
中
止
、
小
雨
決
行

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

〒
３
７
１
ー
８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
１
の
１
の
１

群
馬
県
庁
情
報
政
策
課

ま
で
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
に
は
、
抽
選

の
う
え
受
講
者
を
決
定
し
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ま
た
、
希
望
に
添
え
な
い

場
合
に
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、

次
の
と
お
り
個
人
向
け
普
通
救
命
講

習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
講
習
は

無
料
で
、
受
講
者
に
は
普
通
救
命
講

習
修
了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

□
開
催
期
日
／
11
月
20
日（
日
）

□
会
場
／
利
根
沼
田
広
域
西
消
防
署

□
定
員
／
20
名

□
実
施
時
間
／
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で（
８
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

□
申
込
先
／
西
消
防
署
で
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
け
付
　

け（
電
話
申
し
込
み
可
。
土
、
日
、

祭
日
も
受
け
付
け
ま
す
。）

□
申
込
締
め
切
り
／
11
月
18
日（
金
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

普
通
救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

■
問
い
合
わ
せ
先

利
根
沼
田
広
域
西
消
防
署

T
E
L

０
２
７
８(

６
４)

０
０
０
２

沼
田
市
と
川
場
村
に
ま
た
が
る
県

立
公
園「
21
世
紀
の
森
」で
は
、
水
仙

の
球
根
の
植
え
替
え
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
美
し
い
水

仙
畑
を
一
緒
に
復
活
さ
せ
る
た
め
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

□
日
時

10
月
23
日（
日
）

□
場
所

県
立
森
林
公
園「
21
世
紀
の
森
」

□
集
合
場
所

第
２
駐
車
場（
管
理
棟
下
）

□
募
集
人
数

１
０
０
名

※
作
業
後
、
キ
ノ
コ
の
試
食
会
が
あ

り
ま
す
。

水
仙
の
球
根
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

■
問
い
合
わ
せ
先

利
根
環
境
森
林
事
務
所

T
E
L

０
２
７
８(

２
２)

４
４
８
１

群
馬
県
保
険
者
協
議
会
で
は
、
次

の
と
お
り「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」と
題
し

て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
講
座
を
行
い
ま
す
。

□
日
時
／
11
月
６
日(

日)

９
時
30
分
〜
正
午
（
受
付
９
時
〜
）

□
場
所
／
伊
香
保
森
林
公
園

□
集
合
／
伊
香
保
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
　

ト
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

□
開
催
内
容
／
①
開
会
式
②
指
導

「
歩
き
方
」③
実
際
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

□
参
加
費
／
無
料

□
参
加
賞
／
飲
物
あ
り

群
馬
保
険
者
協
議
会
主
催

「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」の
参
加
者
募
集
！

■
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
７
１-

０
８
４
６

前
橋
市
元
総
社
町
３
３
５-

８
　
　

群
馬
県
市
町
村
会
館
内
　

群
馬
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

保
健
事
業
課「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」宛
　

T
E
L

０
２
７(

２
９
０)

１
３
２
５

F
A
X

０
２
７(

２
５
５)

５
３
０
８ 募 集
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�

�

乳幼児健診予定表�

母子健康手帳交付�

両親学級�

老人福祉センター健康相談�

母子・母乳相談�

※対象の方には事前に通知いたします�

●開室日（●印）�
　火・木・土曜日�
　午前９時～午後５時�
　日曜日（第１・第３）�
　午前９時～12時�

●おはなしの会（●印）�
　と　き／11月12・26日�
　（第２・第４土曜日）�
　ところ／中央公民館・和室�

図書室�
だより�
中央公民館�

11月� 日�月�火�水�木�金�土�

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

●開室日（●印）�
　月曜日と祝祭日の翌日を除く日　午前９時～午後５時�
●おはなしの会（●印）�
　と　き／11月15日（第３・火曜日）午後３時～�
　ところ／カルチャーセンター・プレイルーム�

カルチャーセンター�
図書室�

11月� 日�月�火�水�木�金�土�

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

　　　健　診　名�

乳児健診（4・10・12ヶ月）�

１歳6ヶ月児健診�

２歳児歯科健診�

２歳6ヶ月児歯科健診�

３歳児健診�

12月�

13（火）�

�

14（水）�

７（水）�

11月�

８（火）�

29（火）�

�

�

９（水）�

●みなかみ町保健福祉センター�
（旧月夜野保健福祉センター）受付時間：13時～13時30分�

�

●みなかみ町保健福祉センター�
（旧月夜野町保健福祉センター）�

　■時間／９時～11時30分・13時～16時   �

　■11月　７日・14日・21日・28日  �

　■12月　５日・12日・19日・26日　  

●みなかみ町保健福祉センター�
（旧月夜野町保健福祉センター）�

　■時間／10時～15時   �

　■12月２日・９日・15日�

　■11月10日■時間／９時30分～11時30分 �

●みなかみ町保健福祉センター�
（旧月夜野町保健福祉センター）    �

　■11月10日・12月８日　■時間／９時～11時30分  �

●水上保健センター（旧水上町保健センター）    �

　■12月21日　■時間／10時～12時  �

●新治保健センター（旧新治村保健センター）    �

　■12月2日　■時間／10時～11時  

　　　健　診　名�

乳児健診（4・10・12ヶ月）�

２歳児歯科健診�

２歳6ヶ月児歯科健診�

12月�

�

14（水）�

14（水）�

11月�

10（木）�

●水上保健センター�
（旧水上町保健センター）受付時間：12時30分～13時�

　　　健　診　名�

乳児健診（4・10・12ヶ月）�

12月�

７（水）�

11月�

●新治保健センター�
（旧新治村保健センター）受付時間：12時50分～14時�

�

健康チェック巡回相談��
11月15日（火）�
12月13日（火）�

11月17日（木）�
12月15日（木）��

�

11月10日（木）�

12月８日（木）�

�

�

11月15日（火）�
12月13日（火）��

�
11月17日（木）�

12月15日（木）�

11月22日（火）�

12月20日（火）�

小和知公民館�

�

大峰集荷倉庫前�

�

�

湯ノ小屋�

大芦公民館前�

北部生活改善センター前（久保）�

原集古館前�

粟沢公民館前�

�

�

上羽場分館前�

工貫・高橋達夫さん宅前�

茅原高齢者会館前�

笠原生活改善センター前�

東峰須川分館前�

恋越分館前�

入須川分館前�

14時10分～�

�

14時25分～�

�

�

10時～�

10時35分～�

11時35分～�

13時10分～�

13時20分～�

�

�

13時～�

13時50分～�

９時10分～�

９時50分～�

10時30分～�

11時～�

11時30分～�

旧月夜野�
�

旧水上町�
�

旧新治村�
�
�
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T SUK I Y ONO

N I I H A RU

M I N A K AM I

群馬県の最北端、
新潟県と境を接し、首都
東京から直線距離で約
150km。関越自動車道で
約２時間、上越新幹線で
約１時間20分と首都圏か
らのアクセスに恵まれて
います。�

奥利根水源の森
（水源の森百選）をはじめ、
水をかん養する広大な森
林や多くの山々など豊富
な自然資源が分布して
います。これらはみなか
み町を特徴づける魅力、
観光資源として大切に保
全活用されています。�

矢瀬遺跡に見られ
るように縄文時代からの
生活が確認されています。
また、近代では物的、人
的交流が盛んになり、美
しい自然と温泉に恵まれ
たこの地を数多くの文人
墨客（ぼっかく）が訪れ、いくつ
もの歌を詠んでいます。�

谷川岳に象徴され
るように大部分が峻嶮（しゅ
んけん）な山々で占められて
います。利根川の源流地
域として５つのダムを有
し、首都圏の経済・生活
を維持する水源地域です。�

標高は300ｍから
2,000ｍ級の山岳まで。
変化に富んだスケールの
大きい自然は、豊富な温
泉群やリゾート施設など
と相まって国内でも有数
の観光地として高い資質
を有しています。�

面積は、780.91km2と広大。群馬県全体
に対しての比率割合は12.3％を占めています。�

広大な面積を有するため、みなか
み町の気候は南部地域と北部地域で二分さ
れます。南部は比較的降水量が少なく、夏
冬・昼夜の寒暖差が激しい太平洋式気候区
に北部は冬の日照時間が少なく、降水量の
多い日本海式気候区に属します。�

年齢別人口では、65歳以上が6,293人で
総人口の約25.1％を占め、群馬県や全国と比較
しても高齢者の割合が高い町です。�

人口は、2000年（平成12年）の国勢調査
で25,079人。群馬県人口の約1.2％を占め、
1995年（平成７年）と比較して4.5％減少。世帯
数は8,391世帯、群馬県の1.2％を占め、横ばい
傾向にあります。�

みなかみ町のプロフィール�
～森を育み生命を運ぶ・利根川源流の町～�

い の ち �

新治支所�

水上支所�

みなかみ町�
本庁舎�

たくみの里�

矢瀬遺跡（矢瀬親水公園）�

谷川岳一ノ倉沢�
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